
 

 

 

11月 22日 令和６年度 第２回 ACP事例検討会が開催されました。 

４３名の医療・介護関係者のみなさまにお集まりいただきました。今回は、在宅医の先生、訪問看護師、施設

相談員、ケアマネジャー、地域包括支援センター相談員等、幅広い職種の方に参加いただき、意見交換も大変

有意義なものになりました！会を重ねるごとに参加希望者が増えており、ACPへの関心の高まりを感じて

おります。 

 

１． 開会挨拶 

松江市アドバンス・ケア・プランニング普及・啓発推進協議会 終末期グループリーダー 

泉 明夫 先生 

１． 事例紹介 ：    「精神疾患を持つ患者の ACPをもとにした継続支援」 

発表者         松江市立病院  がん看護専門看護師   吉本 歩   看護師 

訪問看護ステーションあゆみ        染次 真理  看護師 

小川在宅診療所                小川 肇    先生 

コメンテーター   松江赤十字病院  乳腺外科        村田 陽子   先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 まつえアドバンス・ケア・プランニング普及啓発推進協議会  

第２回 ACP 事例検討会 

 
 

患者さんに関わった医師として、専門看護師として、

訪問看護師として、それぞれの専門職の視点で、事例

についてお話しいただきました。会場からは、関わり

についてたくさんの質問が出ました！ 



グループワークでの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者アンケート ・ 今後の展開 

・今回は、精神疾患と乳がんという、やや複雑な事例ではありました

が、第 1回と比較して、参加者 33名⇒43名に増加しました。 

・内容評価は「大変良かった」44％⇒65％、形式についてはグルー

プ討議に変更したところ、評価は「大変良かった」が 28％⇒53％と

高くなりました。今回の研修では、医師の参加も３名あり、少しずつ、

認知度が高まってきたのではないかと思います。 

 

今後の事例検討会では、対象事例が偏らない様に様々な疾患を取

り上げ、支援者の発表に関しましても医師や看護師だけでなく、ケア

マネジャーなど多職種からの発表を募っていきたいと考えていま

す。 

在宅チームとして、

本人の意思を尊重

したケアを心掛け、

情報共有をしてい

いチーム支援となっ

たと思う。 

本人が意思を表現

できたことがポイン

ト。疾患の大変さは

あったが、表出され

たのが良かった。安

らかな気持ちで過ご

されたと思う。 

７G ・・・丁寧に都

度本人や家族の気持

ちを聞き、意思を尊

重できてよかった。 

 

支援者が、患者の他者

にはなかなか理解できな

い思いに寄り添って支援

したところが凄いと思っ

た。家族への支援を行い、

支援者への信頼関係がで

きたと思う。 

 

ACP事例検討会 代表 

泉 明夫 先生 


